
意
し
な
が
ら
官
制
や
族
源
問
題
と
取
り
く
ん
で
い
る
。
中
断
ま
た
は
集
中
す
る

こ
と
な
く
、
研
究
は
同
じ
ベ

l
ス
で
持
績
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
今
後
の

研
究
の
深
化
と
、
一
一
層
の
設
展
と
を
祈
念
し
た
い
。
最
後
に
奮
交
の
好
み
に
て

遠
慮
な
く
盲
評
し
た
こ
と
に
つ
き
、
著
者
の
諒
恕
を
請
う
し
だ
い
で
あ
る
。

ハ
前
田
正
名
)

清
末
の
秘
密
結
社

前
編

天
地
曾
の
成
立佐

々

木

正

哉

昭
和
四
十
五
年
十
二
月

B
5
剣

二

五

六
頁

巌
南
堂
書
庖
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本
書
は
、
著
者
が
最
近
巌
南
堂
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
一
連
の
シ
リ
ー
ズ
、

「
中
園
近
代
史
研
究
資
料
」
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者

が
中
園
近
代
史
の
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
賞

で
あ
る
が
、
本
書
に
卸
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
著
者
は
本
宝
日
の
出
さ
れ
る
以
前

す
で
に
ロ
ン
ド
ン
の
公
文
書
館
に
赴
い
て
天
地
曾
閥
係
の
資
料
を
収
集
し
、

『
清
末
の
秘
密
結
一
世
〈
資
料
編
)
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
叉
著
者
は
阿
片

戟
字
、
清
末
の
排
外
運
動
に
つ
い
て
も
す
で
に
資
料
集
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。

本
書
の
意
聞
は
、
著
者
が
は
し
が
き
の
最
後
に
も
書
い
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
、
反
清
復
明
を
目
標
と
し
て
設
立
さ
れ
た
天
地
曾
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
置
か
れ
、
そ
の
方
法
と
し
て
ま
ず
天
地
曾
自
身
が
持
っ
て
い
た
起
源
説

話
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
に
封
す
る
専
門
諸
家
の
解
圃
停
を
批
判
的
に
検
討
さ

れ
、
次
い
で
天
地
曾
の
名
が
初
め
て
世
上
に
現
わ
れ
る
機
縁
と
な
っ
た
林
爽
文

の
叛
飢
と
そ
の
管
時
の
清
朝
が
行
な
っ
た
天
地
曾
起
源
に
つ
い
て
の
調
査
を
考

察
さ
れ
、
更
に
康
煎
か
ら
乾
隆
年
聞
に
か
け
て
お
き
た
各
種
結
祉
の
叛
飢
や
事

件
と
天
地
曾
と
の
閥
連
を
比
較
検
討
さ
れ
、
天
地
曾
の
起
源
を
追
求
し
て
お
ら

れ
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
は
し
が
き
、
第
一
章
天
地
曾
停
承

の
考
察
、
第
一
節
反
清
復
明
根
菌
、
第
二
節
起
源
説
話
の
解
懇
、
第
二
章
林
爽

文
の
叛
飢
と
天
地
曾
、
第
一
節
林
爽
文
の
叛
鋭
、
第
二
節
天
地
曾
起
源
の
遁
求

第
三
章
天
地
曾
成
立
の
背
景
、
第
一
節
天
地
曾
以
外
の
各
種
結
祉
、
第
二
節
天

地
曾
出
現
の
背
景
で
あ
る
。
さ
て
、
本
書
を
章
を
追
っ
て
所
感
を
加
え
な
が
ら

紹
介
し
て
行
き
た
い
。

第
一
章
第
一
節
の
反
清
復
明
根
苗
か
ら
見
て
行
く
。
著
者
は
天
地
曾
の
起
源

を
考
察
す
る
に
嘗
っ
て
、
ま
ず
天
地
禽
自
身
の
侍
承
で
あ
る
「
反
清
復
明
根
首
」

と
か
「
西
魯
序
」
な
ど
の
説
話
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が
由
来
す
る
文
書
を
摩

げ
、
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
説
話
を
再
構
成

し
、
そ
の
中
か
ら
天
地
曾
の
起
源
に
関
す
る
史
貨
を
取
り
出
そ
う
と
さ
れ
た
。

著
者
の
依
っ
た
文
書
は
、
反
清
復
明
根
苗
(
羅
爾
綱
編
著
、
『
天
地
曾
文
献
録
』
、

貴
闘
肺
修
士
山
局
設
現
的
天
地
曾
文
件
、
一

l
三
頁
)
、
西
魯
序

(
同
書
、
守
先
閣

本
天
地
曾
文
件
四
一
四
三
頁
〉
、
西
魯
叙
事
(
粛
一
山
編
、
『
近
代
秘
密
枇

曾
史
料
』
、
省
二
、
一

l
一
一
一
頁
)
、
西
魯
序
(
同
書
、
省
二
、
三
|
七
頁
)
の
漢

文
文
書
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
比
較
検
討
し
た
上
、
更
に
英
謬
の
シ
ュ
レ

l
ヘ
ル

謬
『
洪
門
篤
史
』
、
ピ

ッ
カ
リ
ン
グ
誇
『
天
地
曾
の
起
源
』
、
ス
タ
ン
ト

γ
謬

『
三
合
曾
起
源
停
説
』
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
誇
『
洪
門
停
説
』
、
モ

l
ガ
ン
評
『
侍

読
三
合
曾
史
』
を
参
照
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
著
者
は
ま
ず
「
反
清
復
明
根
苗
」

を
紹
介
し
、
そ
の
上
に
諸
文
書
を
参
照
し
て
天
地
曾
の
成
立
年
代
、
少
林
寺
の

所
在
、
天
地
合
同
成
立
に
笛
つ
て
の
登
場
人
物
な
ど
を
比
較
検
討
し
、
つ
い
で
西

魯
叙
事
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
しソ
ュ
レ

l
へ
ル
本
の
駆
一緒
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と

編
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め
、
更
に
西
魯
序
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
ピ
ッ

カ
リ
γ
グ
本
の
要
約
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
で
著
者
は
天
地
曾
成
立
の
説
話
を
要
約

し
て
、
「
西
魯
討
伐
に
功
績
の
あ
っ
た
九
連
山
少
林
寺
の
僧
侶
が
線
言
に
あ
っ

て
焼
打
ち
に
あ
っ
た
こ
と
、
生
時
加
り
の
五
人
、
即
ち
五
組
が
逃
亡
の
途
中
『
反

清
復
明
』
の
銘
が
あ
る
呑
抽
加
を
得
て
起
義
を
決
意
し
た
こ
と
、
大
豆
町
官
同
雲
龍、

軍
師
陳
近
南
、
後
五
組
と
呼
ば
れ
る
奥
・
洪
・
李
・
桃
(
叉
は
挑
)

・
林
の
五

人
、
五
虎
大
将
と
稽
さ
れ
る
奥
・
方
・
張

・
林
・
楊
の
五
人
、
更
に
明
の
後
奇

と
開
閉
す
る
朱
洪
竹
等
の
参
加
を
得
て
、
正
確
な
年
代
は
分
ら
な
い
が
甲
寅
年
七

月
二
十
五
日
に
歌
血
曾
盟
し
、
八
月
二
十
日
に
兵
を
摩
げ
、
九
月
九
日
に
大
寄

寓
雲
龍
が
戦
死
し
た
こ
と
、
こ
の
後
五
租
が
各
省
に
分
散
し
て
五
房
を
建
て
、

更
に
反
清
復
明
の
運
動
を
綴
け
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。

次
に
著
者
は
各
テ
キ
ス
ト
に
穆
げ
ら
れ
て
い
る
地
名
す
な
わ
ち
高
渓
(
ま
た

は
高
渓
寺
、
或
は
官向
渓
廟
)
、

鳥
龍
岡
(
ま
た
は
鳥
龍
闘
〉
、
龍
虎
山
、
長
沙
蝿
時

岳
紳
時
閉
甜一
寸
の
比
較
倹
討
を
し
、
更
に
著
者
は
四
つ
の
漢
文
文
書
を
用
い
て
、
設

話
に
出
て
く
る
重
要
事
件
を
次
の
五
っ
す
な
わ
ち
、
付
香
姐
の
護
見
地
、
同
起

義
の
地
貼
、
白
高
雲
龍
が
い
た
寺
、
伺
高
雲
龍
戟
死
の
地
、
国
高
雲
龍
埋
葬
の

地
に
ま
と
め
検
討
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
重
要
な
地
名
に
混
飢
が
あ
る
と
云
わ

れ
、
そ
の
理
由
を
説
話
の
非
現
貫
性
の
中
に
求
め
て
お
ら
れ
る
。
叉
著
者
は
、

新
一
山
編
の
西
魯
序
の
み
に
特
有
な
人
名
、
地
名
な
ど
を
取
り
上
げ
て
追
求
し

て
お
ら
れ
る
が
、
結
局
そ
れ
ら
は
天
地
禽
の
停
承
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
、
た

だ
混
航
し
た
だ
け
で
あ
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
が

第
一
章
第
一
節
の
要
約
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
附
言
す
る
な
ら
ば
、
天
地

曾
の
成
立
を
検
君
臨
す
る
に
世
田
っ
て
、
こ
の
緩
な
説
話
の
文
書
に
つ
い
て
の
比
較

検
討
を
し
て
お
く
こ
と
は
、
説
話
の
信
滋
性
は
兎
も
角
と
し
て
も
ま
ず
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
基
礎
的
な
作
業
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
第
二
節
の
起
源
説
話
の
解
穣
に
つ
い
て
紹
介
し
て
行
く
。
著
者
は
本
節

で
は
従
来
の
諸
説
を
紹
介
し
な
が
ら
説
話
と
史
賓
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
文
書
の
中
に
出
て
来
る

西
魯
と
い
う
園
家
の
存
在
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
園
に
つ
い
て
は
従
来
二
僚
の

解
稼
が
な
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
シ
品
レ

l
ヘ
ル
の
設
で
西
魯

を
エ
ル
l
ト
(
オ
イ
ラ
ー
ト
〉
と
見
る
考
え
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
年
代
的
に
無

理
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
肇
湾
の
呉
偉
士
の
考
え
方
で
ロ
シ
ア
の
黒
龍
江
流
域

へ
の
侵
入
事
件
を
天
地
曾
起
源
説
話
の
西
魯
の
侵
入
に
封
比
し
て
い
る
が
、
こ

れ
も
論
嬢
が
薄
弱
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
外
ス
タ
ン
ト
ン
は
、
西
魯
と
い

う
闘
の
存
在
に
疑
い
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
、
結
局
西
魯

と
い
う
園
の
存
在
も
、
そ
の
中
園
へ
の
侵
入
と
い
う
事
件
も
仮
定
の
物
語
に
過

ぎ
ず
、
た
だ
エ
ル

l
ト
や
ロ
シ
ア
の
侵
入
が
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る

と
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
滋
雄
飛
の
説
、
連
績
の
『
牽
曜
時
過
史
』
、
陶
成
章
、
新
一
山
の
設
を
取
り

上
げ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
こ
の
説
話
が
明
末
清
初
に
活
路
し
た
鄭
氏
の
反
清

運
動
を
素
材
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

ま
ず
温
雄
飛
は
『
南
洋
華
僑
通
史
』
の
中
で
天
地
曾
結
成
の
目
的
と
鄭
氏
一
黛

の
目
的
が
反
清
復
明
で
あ
っ
た
と
い
う
共
通
貼
に
着
目
し
、
天
地
曾
の
説
話
を

鄭
氏
閥
係
の
史
賞
に
あ
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
こ
れ
は
無
理
だ
と
云
わ
れ

る
。
な
お
こ
の
考
え
は
連
横
の
『
蓋
湾
通
史
』
の
方
が
先
き
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
鄭
成
功
が
天
地
曾
を
創
始
し
た
と
い
う
停
設
が
嘗
時
の
蜜
湾
に
あ
っ
た

ら
し
い
と
云
わ
れ
る
。
次
に
陶
成
章
は
『
数
含
源
流
考
』
の
中
で
、
天
地
曾
の

始
唱
者
は
鄭
成
功
で
あ
り
、
総
帥
明
者
は
陳
永
華
で
あ
り
、
洪
門
の
名
稽
は
明
の

洪
武
帝
の
年
腕
の
一
字
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
お
り
、
叉
彼
の
言
説

か
ら
見
る
と
天
地
舎
内
部
で
は
こ
の
様
な
こ
と
が
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

-120一



281 

う
と
い
わ
れ
る
。
最
後
に
薪
一
山
の
説
で
あ
る
が
、
彼
は
郷
君
達
を
鄭
芝
龍
、

高
雲
龍
を
一
念
和
向
朱
洪
竹
を
朱
三
太
子
に
比
定
し
、
少
林
寺
の
焚
焼
と
類
似

し
た
史
賓
と
し
て
『
清
史
要
略
』
、
『
清
代
述
異
』
の
侠
土
の
話
を
あ
げ
綿
密
に

考
透
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
著
者
は
ま
だ
こ
れ
で
は
充
分
で
は
な
い
と
し
て
『
東
筆
録
』
や
『
大

清
聖
旭
貫
録
』
に
よ
り
、
一
念
和
向
や
朱
三
太
子
の
史
質
を
追
求
し
、
更
に
張

雲
如
、
甘
鳳
池
、
陸
同
奄
等
の
反
清
復
明
の
運
動
を
取
り
上
げ
、

後
者
の
運
動

指
導
者
の
持
徴
を
次
の
四
貼
卸
ち
付
中
流
以
上
の
者
で
民
族
主
義
思
想
を
持

ち
、
科
翠
の
失
敗
者
、
口
特
技
の
保
持
者
、
国
侠
士
豪
傑
、
伺
明
喬
を
名
乗
る

者
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。
叉
著
者
は
張
雲
如
等
の
事
件
と
説
話
の
比
定
を
行

い
、
五
組
は
復
明
運
動
指
導
者
に
、
豆
七
は
子
漣
に
、
少
林
寺
焚
燐
の
首
謀
者

張
建
秋
、
郡
勝
は
掘
削
江
線
督
李
衡
に
、
鄭
君
達
は
按
察
使
馬
世
約
に
類
似
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。
以
上
か
ら
著
者
は
こ
の
設
話
の
意
味
を
侠
土
豪
傑
の
事
件

が
通
俗
的
な
形
で
民
間
に
停
承
さ
れ
、
反
値
制
的
な
天
地
曾
が
こ
れ
ら
の
侍
設

に
接
し
共
鳴
し
て
、
そ
の
反
清
復
明
主
義
を
彼
等
の
停
設
に
援
用
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
説
話
は
史
賓
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
あ
ら
ま
し
結
論
附
け
て
お
ら

れ
る
。
第
二
節
を
終
る
に
嘗
っ
て
卑
見
を
加
え
る
な
ら
ば
、
著
者
は
与
す
堅
い
史

料
批
剣
に
基
き
従
来
の
諸
説
を
充
分
吸
収
し
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
説
話
が
結
局
史
質
で
は
な
く
、
む
し
ろ
天
地
曾
が
共
鳴
し
縫
承
し
よ
う
と
し

た
反
清
復
明
主
義
の
侍
統
を
説
い
た
も
の
と
さ
れ
る
著
者
の
見
解
は
基
本
的
に

は
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
第
二
章
第
一
節
の
林
爽
文
の
叛
飢
に
つ
い
て
見
て
行
く
。
著
者
は
天
地

曾
が
起
し
た
大
小
の
事
件
を
通
し
て
天
地
曾
の
成
立
過
程
を
考
察
し
よ
う
と
意

図
さ
れ
、
そ
の
最
初
の
事
件
と
し
て
林
爽
文
の
叛
慌
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ

る
。
林
爽
文
の
叛
鋭
は
乾
隆
五
十
一
年
(
一
七
八
六
年
)
十
一
月
に
蜜
湾
で
勃

愛
し
て
い
る
。
こ
の
叛
飢
の
時
天
地
曾
の
存
在
が
は
じ
め
て
注
目
さ
れ
、
天
地

曾
の
根
源
に
つ
い
て
の
追
求
が
行
わ
れ
た
が
、
結
局
完
全
に
究
明
す
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。
林
爽
文
の
叛
飢
に
つ
い
て
の
文
献
に
は
、
『
欽
定
卒
定
蜜
淘

紀
略
』
を
中
心
と
し
て
、
『
明
清
史
料
戊
編
』
、
『
廷
寄
』
、
『
高
宗
貫
録
』
、
楊
廷

理
撰
『
東
瀦
紀
事
』、

『
卒
蓋
紀
事
本
末
』
、
『
道
光
彰
化
鯨
士
山
』
、
『
率
一案
実
録
甲

集
』
等
が
あ
る
。

ま
ず
林
爽
文
の
天
地
曾
結
成
と
叛
飢
の
原
因
に
つ
い
て
本
書
を
要
約
す
る
。

林
爽
文
は
稿
建
省
埠
州
府
卒
和
蘇
の
生
れ
で
、
彼
の
父
と
共
に
肇
湾
彰
化
問
肺
大

里
杭
妊
に
移
住
し
、
成
人
し
て
か
ら
は
車
挽
き
、
無
頼
の
徒
、
一
時
は
蘇
の
捕

役
も
し
た
。
彼
は
不
法
も
働
い
た
が
、
一
種
の
義
侠
心
も
あ
り
、
同
郷
の
無
頼

の
徒
の
聞
で
は
彼
を
徳
と
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
乾
隆
四
十
九
年
林
は

渡
蓋
し
た
滋
州
人
殿
畑
か
ら
天
地
曾
を
停
え
ら
れ
て
い
る
。
や
が
て
林
は
天
地

曾
に
お
い
て
指
導
権
を
蜜
り
、
首
領
に
推
戴
さ
れ
、
彼
の
反
慢
制
運
動
は
俄
然

活
滋
に
な
っ
た
が
、
地
方
官
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
彼
の
こ
の

様
な
反
政
府
運
動
の
背
後
に
は
乾
隆
四
十
七
年
の
彰
化
懸
内
の
湾
州
人
、
泉
州

人
間
の
激
烈
な
械
闘
や
同
五
十
一
年
の
諸
羅
豚
の
楊
光
勅
の
天
地
曾
と
楊
嬬
世

の
電
公
曾
の
結
成
械
嗣
事
件
、
そ
れ
に
封
す
る
管
局
の
厳
罰
、
楊
光
勅
事
件
の

逸
犯
に
謝
す
る
官
役
の
追
求
、
天
地
曾
員
の
査
寧
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
等
が
あ

り
、
彼
の
車
輪
捕
に
お
け
る
再
度
の
結
盟
は
自
衛
の
た
め
で
あ
っ
た
と
云
え
る

だ
ろ
う
。
次
に
本
書
に
従
っ
て
林
爽
文
の
叛
飢
の
大
筋
を
述
べ
る
。
林
の
褒
衆
反
抗
の

決
意
は
五
十
一
年
十
一
月
線
兵
柴
大
紀
が
晶
画
伍
巡
親
の
名
目
で
彰
化
鯨
に
来
た

こ
と
に
よ
っ
て
急
速
に
固
ま
っ
た
傑
で
る
る
。
官
側
で
は
肇
湾
道
永
稿
、
練
兵

柴
大
紀
以
下
の
文
武
官
の
協
議
と
協
力
に
よ
り
林
を
捕
縛
し
よ
う
と
し
た
が
、

逆
に
林
側
の
一
計
に
よ
り
、
官
側
の
多
く
が
戟
死
し
、
や
が
て
彰
化
蘇
捕
酬
が
落
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城
し
た
。
林
は
大
盟
主
、
盟
主
大
元
帥
と
白
梅
し
、
師
肺
署
を
盟
主
府
、
年
腕
を

順
天
と
稽
し
、
支
配
僚
制
を
整
え
肇
湾
全
土
の
征
服
を
意
図
し
、
諸
羅
豚
城
を

攻
撃
し
た
。
又
南
の
鳳
山
豚
で
は
林
に
呼
際
し
て
荘
大
田
が
飯
起
し
豚
城
を
陥

し
た
。
こ
れ
に
封
し
清
朝
側
で
は
翌
年
一
月
幅
建
省
水
師
提
督
黄
仕
筒
、
陸
路

提
督
任
承
恩
等
を
三
月
に
は
前
闘
新
総
督
常
背
を
波
望
さ
せ
た
が
防
戦
に
終
始

し
た
。
こ
の
頃
荘
大
田
等
は
府
城
を
攻
撃
し
、
林
自
ら
抜
高
の
大
軍
を
率
い
て

諸
羅
勝
城
を
猛
攻
し
た
。
こ
れ
に
謝
し
て
官
側
は
総
兵
貌
大
斌
を
仮
遺
し
た
が

敗
北
し
た
。
五
月
に
は
一
一隅
州
将
軍
恒
瑞
が
波
遣
さ
れ
死
闘
を
績
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
五
十
コ
一
年
二
月
に
は
線
兵
普
吉
保
が
鹿
仔
港
に
波
遣
さ
れ
た
が
う
ま
く

行
か
ず
、
五
月
提
督
藍
元
枚
が
渡
肇
し
て
来
た
が
軍
管
内
で
病
波
し
た
。
最
後

に
清
朝
は
吏
部
向
書、

協
緋
大
事
士
で
清
朝
随
一
の
名
勝
と
目
さ
れ
て
い
た
一隅

康
安
を
十
一
月
に
波
遣
し
、
彰
化
腕
脚
、
諸
経
燃
を
下
し
、
大
里
杓
も
陥
落
さ
せ

た
。
林
爽
文
等
に
綴
い
て
荘
大
田
等
も
捕
え
ら
れ
、
三
年
に
亘
っ
て
塞
湾
全
土

を
席
絡
し
た
叛
飢
も
鎮
定
さ
れ
た
が
、
林
側
で
は
数
十
高
人
が
参
加
し
一
寓
五

千
人
以
上
が
殺
さ
れ
、
官
側
で
は
七
高
が
参
加
し
て
、
将
兵
四
千
七
百
徐
の
死

者
を
出
し
た
。

以
上
が
叛
乱
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
著
者
は
こ
の
叛
飢
の
原
因
を
基
本
的

に
は
郷
熱
意
識
の
封
立
、
よ
り
直
接
的
に
は
そ
れ
に
基
づ
く
郷
村
構
成
と
そ
の

封
立
関
係
や
官
憲
の
弼
墜
に
見
出
し
て
お
ら
れ
る
。
又
叛
飢
の
主
力
は
佃
戸
層

で
あ
り
、
貧
農
や
下
層
労
働
者
を
中
心
と
す
る
階
級
嗣
字
的
な
性
絡
を
持
っ
て

お
り
、
こ
の
叛
蹴
の
背
景
に
は
地
方
行
政
の
問
題
、
特
に
地
方
官
や
武
官
の
横
暴

虐
政
、
私
利
迫
求
の
た
め
不
正
な
政
奪
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
最
後

に
卑
見
を
加
え
る
な
ら
ば
、
著
者
も
云
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
整
湾
が
新
興
の

土
地
で
あ
り
、
出
身
地
別
の
村
落
を
形
成
し
封
立
し
合
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
基
櫨
何
が
本
土
か
ら
海
を
距
て
て
い
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
確
か
に
こ
の
叛

飢
の
原
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
林
の
結
盟
な
ら
び
に
叛
飢
が

も
と
も
と
首
時
の
清
朝
の
弼
座
に
封
す
る
自
衛
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う

事
寅
や
、
こ
の
叛
蹴
の
背
景
に
首
時
の
地
方
官
や
武
官
の
横
暴
虐
政
、
不
正
な

牧
奪
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
以
後
の
天
地
曾
や
そ
の
他
の
秘
密
結
祉
の

運
動
と
合
わ
せ
考
え
る
時
、
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
こ
の
叛
乱

を
通
し
て
天
地
曾
の
運
動
が
盆
々
反
清
復
明
、
反
鐙
制
の
方
向
へ
傾
斜
し
て
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
第
二
節
天
地
曾
起
源
の
追
求
を
要
約
す
る
。
林
爽
文
の
叛
飢
に
つ
い
て

の
闘
掘
削
線
督
常
青
の
最
初
の
上
奏
は
林
の
結
黛
と
騒
擾
に
閲
し
て
で
あ
り
、
常

青
が
は
じ
め
て
天
地
舎
の
存
在
を
知
る
の
は
、
五
十
一

年
十
二
月
に
捕
え
ら
れ

た
楊
昧
等
を
訊
問
し
た
時
で
あ
る
。
楊
昧
等
は
天
地
曾
の
創
立
者
が
洪
二
房
和

向
と
朱
と
い
う
少
年
で
あ
る
こ
と
、
林
等
の
天
地
曾
結
成
と
そ
の
入
曾
方
法
を

明
ら
か
に
し
、
林
に
殿
畑
が
侍
え
た
こ
と
も
自
白
し
た
。
こ
の
結
果
乾
隆
帝
の

命
が
下
り
、
天
地
曾
関
係
者
の
捜
索
と
天
地
曾
の
起
源
が
追
求
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
ず
配
偶
東
省
内
で
許
阿
協
等
四
人
の
曾
員
が
逮
捕
さ
れ
、
天
地
舎
の

成
立
を
乾
隆
三
十
二
年
と
答
え
て
い
る
。
次
に
荘
大
田
が
暗
披
等
を
自
供
し
て

い
る
。
更
に
殿
畑
が
逮
捕
さ
れ
供
述
し
て
い
る
。
彼
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
天
地

曾
の
創
始
者
が
李
姓
、
朱
姓
の
二
人
で
、
天
地
曾
の
護
鮮
地
は
四
川
で
あ
り
、

馬
九
龍
と
四
十
八
人
の
和
向
の
侍
読
が
あ
り
、
由
聞
東
で
天
地
曾
を
創
立
し
た
の

が
寓
和
向
俗
名
徐
喜
で
あ
り
、
康
東
か
ら
滋
州
地
方
へ
天
地
禽
を
侍
え
た
の
が

越
明
徳
で
あ
る
こ
と
等
が
判
明
し
た
。
そ
の
他
入
曾
方
式
、
朱
、
李
雨
家
と
洪

の
{
子
の
暗
放
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
は
天
地
曾
の
始
祖
説

話
を
検
討
さ
れ
、
始
祖
を
李
朱
の
二
姓
に
す
る
か
、
李
朱
洪
の
三
姓
に
す
る
か

は
問
題
で
あ
る
が
、
巌
畑
の
頃
に
は
一同
方
の
説
が
あ
り
、
五
組
を
始
祖
と
す
る

説
話
の
で
き
る
の
は
そ
れ
よ
り
後
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

。，“。，u
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殿
畑
の
供
述
に
基
ず
い
て
ま
ず
張
破
験
狗
が
捕
え
ら
れ
た
。
彼
の
供
述
に
よ

れ
ば
乾
隆
四
十
六
年
趨
明
徳
や
陳
末
査
す
が
賭
博
を
聞
い
た
時
に
入
合
同
を
勤
め
ら

れ
入
曾
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
次
い
で
贋
東
で
陳
歪
が
捕
え
ら
れ
、
停
曾
の
借

入
提
喜
の
こ
と
に
つ
い
て
彼
が
ま
だ
生
き
て
い
る
と
供
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
捜
索
し
た
所
、
提
喜
の
子
供
で
あ
る
行
義
と
い
う
借
が
見
附
か
っ
た
。
行

義
の
供
述
に
よ
れ
ば
提
喜
は
彼
の
父
親
で
あ
り
、
洪
二
和
街
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
す
で
に
乾
隆
四
十
四
年
に
死
亡
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
乾
隆

帝
は
洪
二
和
向
が
重
要
人
物
で
あ
る
と
し
て
稿
康
安
に
追
求
す
る
よ
う
命
じ
て

い
る
。
そ
の
後
乾
隆
五
十
七
年
泉
州
府
で
天
地
曾
の
組
織
が
摘
設
さ
れ
、
陳
蘇

老
以
下
が
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
供
述
に
洪
三
房
、
朱
紅
竹
が
天
地
曾
を
起
し
た

と
あ
っ
た
の
で
乾
隆
帝
は
洪
二
和
向
が
洪
三
房
に
嘗
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

追
求
さ
せ
て
い
る
が
こ
れ
も
失
敗
に
終
っ
て
い
る
。

次
に
著
者
は
戴
玄
之
の
設
に
言
及
し
、
戴
氏
は
そ
の
著
『
天
地
曾
的
源
流
』

の
中
で
天
地
曾
の
創
始
者
は
洪
二
和
向
で
あ
り
、
創
始
の
年
代
は
乾
隆
三
十
三

年
、
創
始
の
地
鮎
は
繭
建
省
滋
浦
豚
高
渓
郷
観
音
寺
、
洪
二
和
向
提
喜
は
寓
和

筒
提
喜
即
ち
高
雲
龍
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
云
わ
れ
る
。
叉
著
者
は
戴
氏
が
乾

隆
帝
と
同
様
提
喜
が
天
地
曾
の
創
始
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
提
喜
の
確
認

が
出
来
て
い
な
い
か
ら
そ
の
説
は
疑
問
で
あ
る
と
さ
れ
、
林
爽
文
の
乱
首
時
の

天
地
曾
員
の
供
述
は
天
地
曾
の
起
源
に
関
す
る
限
り
一
種
の
侍
読
と
見
倣
し
た

方
が
良
い
と
さ
れ
る
。
最
後
に
附
言
す
る
な
ら
ば
天
地
曾
員
の
供
述
を
も
と
に

天
地
曾
の
起
源
を
追
求
す
る
こ
と
は
方
法
と
し
て
は
青
山
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
。

第
三
章
第
一
節
天
地
曾
以
外
の
各
種
結
祉
を
要
約
す
る
。
著
者
は
天
地
曾
の

創
始
に
は
特
定
の
個
人
や
地
貼
は
な
く
、
民
間
の
各
種
結
祉
の
影
響
を
受
け
て

天
地
曾
の
組
織
が
形
成
さ
れ
、
他
の
結
祉
の
事
跡
ま
で
天
地
曾
に
引
き
継
が
れ

て
そ
の
起
源
説
話
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
、
そ
の
場
合
致
血
に

よ
る
結
盟
方
式
や
組
織
方
法
、
暗
披
の
由
来
な
ど
も
天
地
曾
以
前
の
各
種
結
吐

に
求
め
て
み
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
と
さ
れ
、
そ
れ
に
関
係
の
あ
る
林
爽
文
飢

以
前
の
五
つ
の
事
件
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
は
四
川
忠
州
楊
成
勅
謀
逆
事
件
(
一
七
二
九
年
)
で
あ
り
、
こ
の

事
件
は
王
家
久
(
叉
は
王
可
久
〉
な
る
者
が
自
分
の
家
に
四
十
絵
名
の
人
々
を

集
め
血
酒
を
飲
み
兄
弟
の
誓
い
を
立
て
、
忠
州
に
楊
成
勅
と
稽
す
る
場
家
絡
が

現
出
し
彼
の
家
に
は
金
銭
の
玉
印
と
劉
伯
湿
の
碑
一
記
が
あ
る
と
述
べ
一
向
に
援

助
を
求
め
た
と
い
う
楊
大
銘
の
自
供
に
基
づ
き
忠
州
か
ら
楊
家
へ
軍
隊
が
渡
遣

さ
れ
た
所
、
楊
成
勅
は
す
で
に
自
殺
し
て
関
係
者
が
逮
捕
さ
れ
楊
成
勅
が
企
て

た
謀
逆
は
未
然
に
郵
座
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
著
者
は
劉
伯
湿
の

暗
放
や
碑
を
手
掛
り
に
し
て
天
地
曾
の
侍
設
や
詩
編
を
検
討
し
て
み
る
と
そ
の

中
に
四
川
か
ら
侍
え
ら
れ
た
こ
と
を
一
示
す
痕
跡
が
幾
つ
か
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

第
二
は
繭
建
建
寧
府
老
官
粛
の
叛
鋭
(
乾
隆
十
二
年
〉
で
あ
り
、
著
者
は
ま

ず
羅
教
の
信
仰
封
象
で
あ
る
八
奔
を
取
り
入
れ
西
魯
序
の
八
奔
之
用
が
作
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
、
老
官
粛
の
叛
凱
に
言
及
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
は

羅
数
の
曾
首
陳
光
耀
が
逮
捕
さ
れ
た
の
で
亙
女
の
巌
氏
が
陳
光
耀
を
救
出
し
よ

う
と
し
て
叛
飢
を
起
し
、
官
兵
に
よ
っ
て
鎮
座
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事

件
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
羅
数
結
祉
の
賓
態
が
幾
分
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
羅
教
と
天
地
舎
と
の
類
似
鮎
を
更
に
見
て
行
く
な
ら
ば
、
爾
方
と
も

信
徒
聞
の
績
の
関
係
が
重
視
さ
れ
兄
弟
の
関
係
と
見
ら
れ
た
。
次
に
羅
教
で
は

五
堂
が
あ
り
、
天
地
曾
に
は
五
房
の
組
織
が
あ
る
。
叉
羅
教
の
関
数
説
話
に
土

魯
蕃
遠
征
の
物
語
が
あ
り
、
天
地
曾
の
起
源
説
話
は
こ
の
影
響
を
受
け
た
の
で

は
な
い
か
と
著
者
は
云
わ
れ
る
。
更
に
羅
教
と
天
地
曾
の
起
っ
た
地
方
が
地
理

的
に
一
致
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
羅
数
の
数
曾
組
織
や
信
仰
封
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象
、
始
租
説
話
等
が
俗
化
さ
れ
て
天
地
曾
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
次
に
羅
教
を
通
じ
て
白
蓮
教
の
侍
統
が
天
地
曾
に
停
え
ら
れ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
云
わ
れ
る
。
例
え
ば
白
蓮
教
の
停
設
の
中
の
教
主
劉
奉

天
の
叛
飢
の
物
語
は
天
地
曾
の
起
源
説
話
の
西
魯
討
伐
の
話
と
よ
く
似
た
鮎
が

あ
る
。
こ
の
閥
係
は
陶
成
章
の
洪
門
侍
設
で
は
一
一
層
明
確
化
さ
れ
て
お
り
、
例

え
ば
天
地
曾
の
五
租
は
も
と
み
な
白
蓮
教
徒
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
更
に
白

蓮
教
の
武
場
の
影
響
を
天
地
曾
は
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
、
白
蓮
数
の

武
場
は
五
旗
に
天
地
曾
は
五
房
に
分
れ
て
お
り
、
天
地
曾
と
白
蓮
教
の
編
成
は

大
鐘
一
致
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
羅
教
や
白
蓮
数
と
天
地
曾
と
は
或
る
程
度
の

つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
云
わ
れ
て
い
る
。

第
三
は
稿
建
都
武
豚
餓
尺
由
同事
件
(
一
七
五
二
年
〉
で
あ
り
、
こ
れ
は
元
来

自
衛
の
震
に
組
織
さ
れ
た
餓
尺
曾
と
い
う
図
鰻
が
郷
村
内
で
績
暴
と
な
り
、
僑

の
官
明
敏
や
俄
の
令
書
を
護
行
し
て
反
飢
を
企
て
翌
五
十
三
年
官
憲
に
鎮
座
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
園
慢
の
後
生
後
展
の
過
程
は
天
地
舎
の
成
立
過
程
を
考

え
る
場
合
大
い
に
参
考
に
な
る
と
著
者
は
云
わ
れ
る
。
第
四
は
湖
北
荊
門
州
孫

大
有

・
何
伺
玉
等
謀
逆
事
件
(
乾
隆
三
十
二
年
)
で
あ
り
、
こ
れ
は
孫
大
有
な

る
者
が
明
瀦
と
梅
し
て
巧
み
に
何
伽
玉
等
に
取
り
入
り
彼
の
一
族
を
動
か
し
て

明
朝
再
興
の
丘
一を
翠
げ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
著
者
は
こ
の
様
な
反
消
復

明
の
主
張
に
よ
り
同
志
を
糾
合
で
き
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
述
べ
て
お
ら

れ
る
。
第
五
は
福
建
建
寧
府
信
人
究
園
等
結
盟
事
件
(
乾
隆
三
十
三
年
)
で
あ

り
、
こ
の
事
件
は
帰
国
侶
党
国
が
結
盟
し
無
知
な
農
民
か
ら
銭
文
を
踊
し
取
っ
て

い
た
も
の
で
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
僧
侶
が
不
法
の
主
謀
者
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
と
異
姓
の
人
々
が
結
奔
し
て
兄
弟
の
誓
い
を
立
て
相
互
扶
助
を
約

し
て
い
る
こ
と
だ
と
云
わ
れ
る
。
以
上
を
ま
と
め
て
著
者
は
、
薙
正
か
ら
乾
隆

年
間
に
起
っ
た
投
機
的
な
叛
飢
や
結
一
位
の
組
織
や
招
人
の
方
法
、
間
仲
裁
や
崎
原
言

な
ど
を
見
る
と
天
地
舎
と
類
似
し
た
駄
が
頗
る
多
く
、
天
地
曾
は
こ
れ
ら
の
結

祉
の
諸
特
徴
を
庚
く
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
れ
た
と
解
務
出
来
る
だ
ろ
う

と
結
論
附
け
ら
れ
る
。
さ
て
著
者
の
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
天
地
曾
が
そ
れ

ま
で
の
結
吐
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
第
三
章
第
二
節
の
天
地
曾
出
現
の
背
景
に
つ
い
て
見
て
行
く
。
著
者
は

天
地
曾
が
結
盟
に
嘗
っ
て
歓
血
結
奔
し
天
地
を
奔
し
て
反
清
復
明
を
誓
う
貼
に

そ
の
特
徴
が
あ
っ
た
か
ら
こ
の
結
盟
方
式
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
地
曾
出

現
の
背
景
を
探
る
の
が
最
後
の
問
題
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
ま
ず
羅
繭
綱
氏
の

所
説
に
燭
れ
、
結
盟
が
水
漏
停
の
模
倣
で
あ
り
そ
の
創
始
が
康
照
年
間
で
あ
る

と
い
う
の
は
早
計
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
同
氏
が
天
地
曾
の
結
枇
方
式
の
特
徴
に

注
目
し
た
鮎
は
皐
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
史
貨
は
牽
組
問
に
豊
富
に
残
さ
れ
て
い

る
と
云
わ
れ
る
。
以
下
本
書
を
要
約
す
る
。
初
代
の
喜
一濁
府
諸
羅
知
蘇
季
験
光

の
「
厳
禁
結
奔
示
」
を
見
る
と
こ
の
地
方
で
結
奔
の
風
習
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
る
。
そ
れ
で
は
何
故
結
奔
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
惑
一泊
一
で
は
異
姓
雑
居
が
支
配
的
で
あ
り
孤
立
し
勝
ち
で
あ
っ
た
の
で
、

結
奔
が
異
姓
人
相
互
の
卒
等
互
惑
を
主
な
目
的
と
し
た
一
種
の
共
同
扶
助
組
織

と
な
っ
た
。
し
か
し
結
奔
は
官
憲
の
澗
即
座
の
口
賓
と
な
っ
た
の
で
次
第
に
秘
密

化
さ
れ
反
飽
制
的
な
性
格
を
強
め
た
が
、
こ
の
過
程
を
一
示
す
の
が
以
下
に
述
べ

る
様
な
喜
一
湾
で
起
っ
た
大
小
の
叛
飢
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
民
侃
に
お
い

て
結
駐
組
織
が
如
何
な
る
役
割
を
演
じ
、
そ
の
組
織
や
性
格
が
ど
う
褒
展
し
て

行
っ
た
か
を
具
健
的
に
検
討
す
る
と
い
わ
れ
る
。

著
者
は
八
件
の
事
件
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
第
一
一
は
奥
球
謀
飢
事
件
(
一
六

九
六
年
)
で
こ
れ
は
呉
球
と
朱
耐
飽
な
る
者
が
明
朝
復
興
を
企
闘
し
同
士
山
を
集

め
反
胤
を
計
蓋
し
た
が
、
地
方
官
に
内
通
す
る
者
が
あ
っ
て
奉
兵
に
至
ら
な
い

う
ち
に
弼
座
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
飲
血
結
奔
に
つ
い
て
は
明
確
で
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な
い
鮎
も
あ
る
が
、
現
政
権
に
封
す
る
不
満
が
復
明
の
主
張
と
な
っ
て
現
わ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
こ
れ
以
後
の
叛
飢
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
が
す
で
に
具

備
さ
れ
て
い
る
と
著
者
は
云
わ
れ
る
。
第
二
は
劉
却
の
叛
鋭
(
一
七

O
二
年
)

で
あ
る
が
こ
れ
は
諸
羅
麻
の
管
事
で
敵
血
篤
盟
し
て
い
た
劉
却
が
熊
員
に
そ
そ

の
か
さ
れ
て
兵
を
彦
、げ
た
も
の
で
、
著
者
は
こ
の
叛
飢
は
結
奔
集
園
の
最
初
の

叛
蹴
で
あ
る
が
そ
の
動
機
や
意
図
は
不
明
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。

第
三
は
朱
一
貴
の
叛
鋭
(
一
七
二
一
年
〉
で
あ
る
。
こ
の
叛
飢
は
朱
一
貴
等

が
知
府
王
珍
の
虐
政
と
結
奔
に
劃
す
る
麹
墜
に
反
抗
し
、
ま
ず
奉
兵
を
決
議
し

て
岡
(
出
向
)
山
に
集
結
し
、
岡
(
樹
)
山
径
を
制
捜
い
や
が
て
蓬
湾
全
土
を
手
中

に
納
め
朱
が
中
興
王
、
社
君
英
が
国
公
と
な
り
年
践
を
永
和
と
定
め
新
王
朝
を

樹
立
し
た
が
、
調
座
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
叛
飢
は
そ
の
規
模
に
お
い
て

林
爽
文
飢
に
次
ぐ
大
飢
で
あ
り
、
ま
た
叛
飢
の
原
因
が
林
爽
文
相
飢
と
類
似
し
て

い
る
が
、
た
だ
朱
が
明
喬
を
稽
し
反
諸問
復
明
の
旗
織
を
か
か
げ
て
い
た
鮎
は
林

爽
文
飢
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
所
で
あ
る
と
著
者
は
云
わ
れ
る
。
こ
の
叛
飢
の
翌

々
年
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
『
通
俗
蔓
海
軍
談
』
に
は
朱
等
が
暴
兵
す
る
に
笛

っ
て
反
清
復
明
の
誓
い
を
し
、
天
地
を
祭
り
、
歌
血
し
て
結
奔
し
た
濁
特
の
結

盟
方
式
が
描
か
れ
て
い
る
が
こ
れ
を
原
型
と
し
て
天
地
曾
の
結
盟
方
式
が
形
成

さ
れ
た
だ
ろ
う
と
著
者
は
云
わ
れ
る
。

第
四
は
呉
福
生
の
叛
鋭
(
一
七
三
二
年
)
で
あ
り
、
こ
れ
は
朱
一
貴
の
叛
乱

を
宙
開
似
て
奥
宿
生
が
仲
間
を
誘
い
歌
血
結
奔
し
尚
山
脇
田
に
放
火
し
叛
飢
を
お
こ

し
た
が
た
ち
ま
ち
鎮
座
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
こ
の
こ
と
は
朱
一
貴
を
英

雄
親
し
彼
の
結
義
翠
兵
の
方
式
を
叛
飢
の
一
つ
の
定
型
と
し
て
自
ら
そ
の
衣
鉢

を
継
ご
う
と
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
云
わ
れ
る
。

第
五
は
黄
教
の
叛
乱
(
一
七
六
八
年
)
で
あ
り
、
兵
役
の
追
求
を
受
け
て
い
た

糞
教
が
府
城
の
倉
庫
を
掠
奪
し
よ
う
と
決
意
し
、
三
十
八
名
を
集
め
朱
一
貴
の

枇
と
問
機
岡
山
に
集
結
し
岡
山
管
を
襲
撃
し
た
が
、
叛
飢
は
鎮
定
さ
れ
た
。
第

六
は
陳
虎
等
奔
盟
樹
旗
事
件
(
一
七
八
二
年
)
で
あ
り
、
こ
の
事
件
は
陳
虎
等

が
住
民
を
威
懸
し
掠
奪
す
る
た
め
奔
盟
豪
飲
し
「
顧
天
国
道
:
:
:
」
の
旗
を
立

て
た
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
が
も
し
「
順
天
行
道
」
の
誤
字
と
す
れ
ば
天
地
曾
が

常
用
し
た
記
鋭
と
一
致
す
る
と
著
者
は
云
わ
れ
る
。
第
七
は
蔓
鴻
の
小
万
曾

(
一
七
八
二
年
)
で
あ
る
。
小
万
曾
の
名
が
始
め
て
見
え
る
の
は
銃
述
の
湾
、

泉
人
聞
の
械
闘
の
時
の
上
奏
文
で
あ
る
。
そ
の
後
鄭
光
彩
が
小
万
舎
を
結
成
し

て
嘉
慶
五
年
(
一
八

O
O年
〉
に
殉
慶
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
の
供
述
に
よ
れ
ば

小
万
曾
に
お
い
て
も
結
奔
の
際
奔
天
立
誓
、
散
血
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
る
と
云
わ
れ
る
。

著
者
は
最
後
に
「
奔
父
母
曾
」
と
「
奔
天
地
曾
」
の
事
を
述
べ
て
お
ら
れ

る
。
獲
正
六
年
〈
一
七
二
八
)
諸
羅
豚
で
父
母
舎
な
る
結
社
が
存
在
し
致
血
奔

把
し
て
い
る
こ
と
が
援
策
し
た
。
次
い
で
同
九
年
度
東
潮
州
府
鏡
卒
蘇
で
己
革

武
傘
徐
狽
に
よ
る
奔
父
母
曾
な
る
結
祉
が
出
現
し
こ
こ
で
も
歓
血
結
盟
を
し
て

い
る
。
更
に
道
光
、
威
堕
年
間
の
由
聞
東
三
合
曾
で
奔
父
母
曾
と
類
似
し
た
結
盟

作
法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
所
か
ら
見
る
と
徐
狽
等
の
奔
父
母
曾
が
慶
東
一
周
に

ひ
ろ
が
り
三
合
舎
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
著
者
は
云
わ
れ
る
。
叉
著
者
は

羅
爾
綱
、
薪

一
山
、
簡
之
文
の
所
設
を
援
用
し
て
三
合
曾
は
天
地
曾
の
別
穏
で

あ
り
、
雨
方
と
も
奔
父
母
曾
(
本
書
二
四
八
頁
十
五
行
自
で
は
「
奔
天
地
曾
」

と
な
っ
て
い
る
が
恐
ら
く
誤
植
で
あ
ろ
う
〉
に
由
来
し
、
そ
の
結
盟
作
法
も
叉

同
じ
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。

次
い
で
著
者
は
天
地
舎
の
創
設
の
時
期
に
燭
れ
、
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る

上
限
は
張
破
験
狗
が
天
地
曾
に
加
入
し
た
乾
隆
四
十
六
年
で
あ
り
、
そ
の
出
現

も
こ
れ
に
近
い
時
期
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
る
。
次
に
問
題
に
な
る
の
は
天
地
曾

愛
生
の
地
域
で
あ
る
が
、
林
爽
文
観
賞
時
捕
え
ら
れ
た
天
地
曾
員
の
住
所
等
を
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調
べ
て
み
る
と
、
卒
和
豚
、
詔
安
問
料
、
抽
停
滞
勝
、
措
腕
卒
燃
に
な
っ
て
お
り
、
天

地
曾
が
創
始
さ
れ
た
の
は
大
健
こ
の
地
域
に
限
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
云
わ
れ

る
。
以
上
第
二
節
を
要
約
し
て
著
者
は
天
地
曾
の
最
も
大
き
な
特
色
で
あ
っ
た

異
姓
人
の
献
血
結
奔
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
喜
一濁
で
あ
り
、
住
民
は
こ
の

結
拝
組
織
に
よ
っ
て
利
金
を
保
護
し
た
。
そ
の
現
れ
が
朱
一
且
頁
の
叛
飢
で
あ

り
、
こ
の
叛
飢
を
経
て
歌
血
結
奔
と

「反
消
復
明
」
の
政
治
的
主
張
と
が
一
種

と
な
っ
て
、
叛
飢
乃
至
は
反
種
制
組
織
の
一
種
普
遍
的
な
形
態
が
民
衆
の
聞
に

定
着
し
た
。
こ
れ
を
受
け
緩
ぐ
の
が
奔
父
母
曾
で
あ
り
、

更
に
そ
の
結
奔
方
式

を
継
承
し
て
三
合
曾
や
天
地
曾
が
結
成
さ
れ
た
の
だ
と
あ
ら
ま
し
結
論
附
け
ら

れ
る
。
こ
れ
で
明
ら
か
な
様
に
著
者
は
結
盟
方
式
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
天
地

曾
出
現
の
由
来
を
追
求
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
天
地
舎
の
成
立
を
究
明
す
る
一
つ

の
重
要
な
手
懸
り
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
を
終
る
に
笛
っ
て
著
者
は
あ
ら
ま
し
次
の
様
に
云
わ
れ
る
。
即
ち
天
地

合
同
は
中
国
各
地
で
起
っ
た
事
件
や
抽
出
言
、
僻
説
、
例
え
ば
白
蓮
教
や
老
官
粛
の

停
設
を
錨
取
し
て
「
反
消
復
明
根
苗
」
を
中
心
と
す
る
起
源
説
話
を
作
り
、
自

ら
を
政
治
結
枇
或
い
は
民
族
結
社
と
し
て
生
長
さ
せ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
根
本

は
肇
臨
時
の
歌
血
結
奔
か
ら
出
愛
し
、
そ
れ
が
朱
一
貴
の
叛
慌
を
経
て
政
治
的
民

族
主
義
的
結
祉
に
設
展
し
、
更
に
濁
特
の
結
盟
方
式
を
採
る
こ
と
に
な
っ
て
最

も
普
通
的
な
反
健
制
組
織
と
し
て
完
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

最
後
に
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
卑
見
を
二
三
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
本
書
は

今
ま
で
の
体
承
、
史
料
、
研
究
を
整
理
さ
れ
、
こ
れ
に
綿
密
、
堅
貧
な
考
琶
を

施
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
の
僚
に
こ
の
方
面
に
筆
を
染
め
た
こ
と
の
な
い
者
に
封

し
て
も
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。
叉
著
者
は
天
地
曾
が
反
清
復
明
の
反
健
制
の

侍
統
に
立
つ
結
祉
で
あ
る
こ
と
に
目
を
つ
け
ら
れ
論
を
進
め
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
れ
を
押
し
進
め
れ
ば
秘
密
結
社
が
中
園
近
代
史
の
反
帝
園
主
義
反
封
建
主
義

の
搭
い
手
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
連
ら
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

こ
の
様
な
鮎
か
ら
林
爽
文
飢
以
後
の
天
地
曾
の
設
展
と
活
動
を
述
べ
ら
れ
る
と

い
う
後
編
の
出
版
が
待
た
れ
る
。
な
お
筆
者
の
至
ら
な
さ
の
放
に
論
旨
を
誤
解

し
て
い
る
所
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
。
(
深
潔
秀
男
)
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